
岡
山
大
学
出
版
会

御
留
帳
御
船
手　
　
　

 

下

池
田
家
文
庫
資
料
叢
書　

１





i

　
　
　
　
　
　

池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て国

立
大
学
法
人
岡
山
大
学　
　
　
　
　
　
　
　

学
長　

千　

葉　

喬　

三　

　

岡
山
大
学
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
戦
後
の
復
興
を
願
う
地
元
岡
山
の
人
び
と
の
あ
つ
い
期
待
を
受
け
て
、

新
制
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
当
初
は
五
学
部
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
七
研
究
科
・
一
一
学
部
を
擁
す
る
総
合
大

学
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に
「
西
日
本
の
学

都
」
と
し
て
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
学
の
創
立
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
有
志
の
方
々
が
「
岡
山
総
合
大
学
設
立
期
成
会
」
を
設
立
さ
れ
、
物
資
の
乏

し
い
時
期
に
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備
の
た
め
に
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
の
本
学
の
発
展
も
、
そ
う

し
た
地
元
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
支
援
に
応
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
地
域
連
携
を
進
め
る
こ

と
は
、
本
学
の
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

池
田
家
文
庫
も
、
教
育
・
研
究
の
資
材
の
一
つ
と
し
て
池
田
家
の
ご
厚
意
と
「
期
成
会
」
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
本
学



ii

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
。
池
田
家
は
江
戸
時
代
に
岡
山
地
域
を
領
地

と
し
た
大
名
で
あ
り
、
そ
の
文
庫
は
質
量
と
も
に
全
国
有
数
の
大
名
家
資
料
と
し
て
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
本
学
で
の
教
育
・
研
究
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
、
本
学
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
創
立
一
〇
周
年
を
記
念
し
た
展
示
会
以
来
た
び
た
び
公
開
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も

に
、
最
近
で
は
藩
政
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
や
絵
図
類
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
な
ど
の
事
業
を
附
属
図
書
館
と
し

て
実
施
し
、
利
用
の
便
宜
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

池
田
家
文
庫
の
貴
重
資
料
の
刊
行
は
、
三
〇
年
ほ
ど
前
に
一
時
期
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
長
く
途
絶
え
て
い
た
。

し
か
し
、
貴
重
資
料
の
刊
行
は
池
田
家
文
庫
の
活
用
の
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必

要
な
事
業
で
あ
る
。
本
学
で
は
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
岡
山
大
学
出
版
会
を
設
立
し
た
が
、
こ
の
た
び
創
立

六
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
」
を
出
版
会
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
叢
書

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
池
田
家
文
庫
の
価
値
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
叢
書
が
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
日
本
歴
史
を
解
明
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
二
二
年
二
月
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凡　

例

一
本
書
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
岡
山
藩
「
御
留
帳
御
船
手
」
一 

三
冊
（
総
目
録
番
号N

2

－1

～13

）
を
翻
刻
し
、
池
田
家
文
庫
資
料
叢
書
１
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で

あ
る
。
全
体
は
大
部
な
の
で
、
上
下
二
分
冊
と
し
、
上
巻
に
は
延
宝
元
年
～
六
年
分
（N

2

－1

～6

）
を
、

下
巻
に
は
延
宝
七
年
～
貞
享
三
年
分
（N

2

－7

～13

）
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
た
。

一
目
次
は
そ
の
分
冊
の
も
の
と
し
、
総
目
次
を
下
巻
に
付
し
た
。

一
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
の
体
裁
を
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、

ま
た
は
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
、
変
更
を
加
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
改
行
は
い
ち
い
ち
指
摘
せ
ず
、
闕

字
・
平
出
は
一
字
あ
け
で
示
し
た
。

一
表
紙
は
、
お
よ
そ
の
形
状
を
罫
線
枠
で
囲
ん
で
示
し
た
。
朱
書
さ
れ
た
貼
紙
の
内
容
は
、「　

」
を
付

け
て
記
し
、
右
肩
に
（
貼
紙
朱
書
）
と
注
記
し
た
。

一
史
料
本
文
の
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
・
略
字
・
俗
字
・
あ
て
字
に
つ
い
て
は

一
部
を
使
用
し
、
必
要
に
応
じ
て
通
用
の
文
字
を
（　

）
で
示
し
た
。
地
名
な
ど
の
表
記
が
通
用
の
も

の
と
異
な
る
場
合
、
適
宜
現
行
の
文
字
を
（　

）
で
示
し
た
。

一
史
料
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
読
点
（
、
）、
並
列
点
（
・
）
を
付
け
た
。

一
明
ら
か
に
誤
字
・
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
右
行
間
に
正
し
い
も
の
を
（　

）
で
示
し
、
疑
念
が
残
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る
場
合
は
（　

カ
）
と
し
た
。
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
（　

脱
）（　

脱
カ
）、
重
複
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
も
の
は
（　

衍
）（　

衍
カ
）
と
し
た
。
意
味
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
と
し
た
。

一
付
紙
や
懸
紙
は
、
そ
の
付
近
に
内
容
を
「　

」
を
付
け
て
示
し
、
右
肩
に
（
付
紙
）
な
ど
と
注
記
し
た
。

一
変
体
か
な
は
平
か
な
に
改
め
た
が
、
格
助
詞
の
う
ち
次
の
文
字
と
、
接
続
詞
の
「
并
」
は
活
字
を
小
さ

く
し
て
使
用
し
た
。

　
　
　

者
（
は
）　　

江
（
え
）　　

ニ
（
に
）　　

茂
（
も
）　　

与
（
と
）　　

而
（
て
）

　
　
　

而
巳
（
の
み
）

一
く
り
か
え
し
記
号
は
、「
〻
」「
々
」（
漢
字
）、「
ゝ
」（
ひ
ら
か
な
）、「
ヽ
」（
カ
タ
カ
ナ
）、「
〳
〵
」（
二

字
以
上
の
熟
語
）
を
用
い
た
。

一
旧
字
体
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
新
字
体
に
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

　
　
　

龍　
　

瀧　
　

籠　
　

嶋　
　

餘　
　

餝　
　

冝　
　

冨　
　

舛　
　

縣

一
異
体
字
・
俗
字
・
略
字
・
合
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
を
使
用
し
た
。

　
　
　

珎
（
珍
）　　

躰
（
体
）　　

忰
（
悴
・
倅
）　　

噯
（
扱
）　　
　

并
（
幷
）　　

刕
（
州
）

　
　
　

（
異
）　　

（
畢
）　　

粮
（
糧
）　　
　
　

扣
（
控
）　　
　

帋
（
紙
）　　

欤
（
歟
）

　
　
　

㝡
（
最
）　　

窂
（
牢
）　　

哥
（
歌
）　　
　
　

沉
（
沈
）　　
　

礒
（
磯
）　　

吊
（
弔
）

　
　
　

斛
（
石
）　　

脉
（
脈
）　　

迚
（
と
て
）　　
　

〆
（
し
め
）　　

（
等
）　　

ゟ
（
よ
り
）

一
江
戸
時
代
に
は
制
度
的
・
慣
習
的
な
身
分
や
格
式
が
存
在
し
て
お
り
、
現
代
か
ら
み
れ
ば
差
別
的
な
事
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実
や
言
動
、
用
語
な
ど
が
一
般
に
通
用
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
史
料
の
な
か
に
は
、
そ
う
し
た
表
現
や

事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
史
料
に
基
づ

い
て
歴
史
的
な
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、

固
有
名
詞
と
の
関
連
で
現
在
の
差
別
を
助
長
し
か
ね
な
い
場
合
は
記
載
を
差
し
控
え
、
□
□
で
示
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
本
叢
書
の
企
画
・
編
集
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
資
料
刊
行
推
進
会
（
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学

研
究
科
教
授
倉
地
克
直
・
同
研
究
科
教
授
久
野
修
義
・
同
研
究
科
准
教
授
山
本
秀
樹
、
附
属
図
書
館
事

務
部
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
長
大
元
利
彦
）
が
お
こ
な
っ
た
。

一
本
書
の
原
稿
作
成
に
は
、
岡
山
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
の
歴
代
所
属
学
生
の
協
力
を
、
ま
た
地
図

作
成
に
は
今
津
勝
紀
（
社
会
文
化
科
学
研
究
科
准
教
授
）
の
協
力
を
そ
れ
ぞ
れ
得
た
。
原
本
と
の
照

合
・
割
付
・
校
正
は
倉
地
克
直
と
青
木
充
子
が
行
い
、
倉
地
が
監
修
し
た
。
解
説
は
倉
地
が
執
筆
し
た
。
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